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	抗原情報
	背景
	この遺伝子はコンドロイチンN-アセチルガラクトサミニルトランスフェラーゼファミリーのメンバーをコードします。コードされているタンパク質はコンドロイチン硫酸合成における伸長に関与します。この遺伝子の選択的スプライシングにより、複数の転写バリアントが生じます。関連する2つの擬似遺伝子が染色体X上で特定されています。[RefSeq提供、2016年2月]、触媒活性：UDP-N-アセチル-D-ガラクトサミン + ベータ-D-グルクロニル-(1->3)-D-ガラクトシル-プロテオグリカン = UDP + N-アセチル-D-ガラクトサミニル-(1->4)-ベータ-D-グルクロニル-(1->3)-ベータ-D-ガラクトシルプロテオグリカン。、機能：1,4-N-アセチルガラクトサミン（GalNAc）をUDP-GalNAcからグルクロン酸（GlcUA）の非還元末端に転移します。コア四糖リンカーへの最初の GalNAc の付加とコンドロイチン鎖の伸長に必要。,オンライン情報:コンドロイチン β-1,4-N-アセチルガラクトサミニルトランスフェラーゼ 2,オンライン情報:GlycoGene データベース,類似性:コンドロイチン N-アセチルガラクトサミニルトランスフェラーゼ ファミリーに属する。,組織特異性:普遍的。,
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	CSGALNACT2抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。

